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萩原さんはもと

もと研究者志望で、

大学院の修士課程

を卒業後、研究所

に就職。動物を使

った基礎研究に従

事していたが、自

分のやっているこ

とが、果たして実

際に患者の役に立っているのか実感できず、

ジレンマを感じていた。また、薬学以外の多

くの学部の卒業生が働く研究職は、薬剤師で

なくともできるの

ではと疑問を感じ、

薬剤師ならではの

仕事がしたいとの思いが強まり、レジデント

に応募した。

野村さんも学生時代の志望は病院薬剤師で

はなかったが、癌に対する強い興味から、同セ

ンターで非常勤として勤務。その間に立ち上

がったレジデント制度の第１期生となった。

レジデント薬剤師としての日常は、１年目

は処方調剤や注射薬混注、麻薬調剤、レジメ

ン管理など。２年目からこれに病棟業務が加

わることになる。野村さんは「病棟に上がる

ことで１枚の処方せんの前後の流れが分か

る」とし、患者の薬物療法に関わっているこ

とを実感できるとする。

一方、事前に同センターの業務について詳

細に調べてから応募したという萩原さんは

「チーム医療はすでに確立されていると思っ

ていたが、実際にはまだこれからであること

が分かった」とし、他職種からの信頼を得て

チーム医療を推進することの重要性を認識し

たという。

当面の目標として２人が掲げるのは、専門

薬剤師の認定取得だ。その後の展望として野

村さんは、「薬剤師が病棟に上がることで、

どういったメリットがあるのかを目に見える

形で示していきたい」と抱負を語る。萩原さ

んは地元の大阪で、これから注射薬の無菌調

製などを開始する施設に対し、できるかぎり

のアドバイスをしたいとも語る。

後輩に対して萩原さんは、「回り道をして

もそれは決して無駄にはならないはず。興味

のあることは、どんどん積極的に挑戦するべ

き」とエールを送った。

小さいころから、「薬剤師になりたい」と

いう目標に向かって突っ走ってきた粕谷さん

は、1999年３月に近畿大学薬学部を卒業した。

念願の開局薬剤師への道を進んだが、「大学

時代に病院実習へ行かなかったことが大きな

心残りになっている」と振り返る。その理由

を「学生時代は、生涯の中で様々な薬剤師職

能を経験できる唯一のチャンスであるから

だ」と強調する。さらに、「薬剤師という言

葉で一括りにされているが、その職種は、開

局薬剤師、病院薬剤師、ＭＲ、研究開発など

多岐に渡る。学生実習や企業のインターン制

度などの体験は、

その後どの道に進

んだとしてもきっ

と役に立つ」と真剣な眼差しでアドバイスを

送る。

開局薬剤師として最もやりがいを感じるの

は、「患者さんから『いつもの先生と相談し

たい』と指名されるようになるまで、人間関

係が構築できた時である」と話す。ドクター

から薬について相談された時の喜びもひとし

おだという。だが、その一方で、「ドクター

とのやり取りでは、自らの勉強不足を痛感す

る。薬剤師は、学生のころから疾患について

もっと知識を身に付けておかねばならない」

と訴えかける。

また、「患者さんを待たせないように早く

調剤する必要はあるが、絶対に慎重さを欠い

てはならない。自分は患者さんの命を預かる

仕事をしているんだということを肝に銘じる

べきである」と薬剤師にとって最も重要な心

構えを指摘する。

患者とのコミュニケーションの重要性につ

いても、「医師に相談できないことでも、薬

剤師になら話せる患者さんは多い。患者さん

の言いたいことをうまく汲み取り、重要な事

項は医師にフィードバックして治療の役に立

てねばならない」と明言。「いかに患者さん

とうまく話せるかがこの仕事の大きなポイン

トになるといっても過言ではない」と、真剣

な眼差しで語る。

ＯＴＣの販売も薬局薬剤師の重要な職能の

１つであるが、「自分で全てを完結しようと

してはいけない。風邪や腹痛の患者さんが多

いが、症状を良く聞いて、必要ならば受診を

進めることが大切である」と話す。

みとう薬局（大阪市住吉区）に勤務する粕谷真総氏は、小さいころから実家の薬局で活躍す

る祖父や父の仕事ぶりをつぶさに眺めてきた。外国人の患者が来ても、きちんと対応する姿を

見て、「やりがいがあるカッコいい仕事だ」と子供心ながら痛感していたという。開局薬剤師

の申し子ともいうべき粕谷さんに、薬局での仕事で実感していることや後輩へのアドバイスを

聞いた。

粕谷さん

みとう薬局 粕谷　真総さん

野村さん

国立がんセンター 野村　充俊さん、萩原　夏子さん

萩原さん

学生時代に様々な職能の経験を 学生時代に様々な職能の経験を 

国立がんセンター（東京中央区）は癌医療に精通した薬剤師の養成を目的として、薬剤師レ

ジデント制度を取り入れている。全国でもまだ珍しい同制度の下、最良の癌薬物療法の実践を

目指して、全国から薬剤師が集まっている。レジデントとして日夜研鑽を積む野村充俊さんと

萩原夏子さんに、病院薬剤師としてのやりがいやレジデント制度を通じて学んだことなどを聞

いた。
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